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朝夕はめっきり涼しくなりました。いよいよ本格的な秋の到来を感じる今

日この頃です。児童たちは運動会まであと一ヶ月となり、練習も開始されて、

いよいよ「スポーツの秋」本番というところです。今年は運動会をはびきの

コロセアムで開催することにしました。昨年までとはいろいろ勝手が違うた

め、抜かりのないよう準備を進めているところです。

保護者の皆様には、運動会での児童の競技や演技を楽しみにしていてくだ

さい。なお、運動会会場までの児童の送迎など保護者の皆様にも何かとご協力をお願いすること

になりますが、どうぞよろしくお願い申し上げます。

さて、先週はノーベル賞ウィークで、ノーベル賞各賞が発表されましたが、今年は、大阪大学

の坂口志文特任教授が生理学・医学賞を、また京都大学の理事・副学長の北川進特別教授が化学

賞を受賞されました。

阪大の坂口特任教授は、一緒に研究を続けてこられた妻、教子さんとともに笑顔でインタビュ

ーに答えておられる様子がこれまでの受賞者とひと味違った雰囲気で、ほほえましく思いながら

ニュースを見ていました。

京大の北川特別教授は、「ノーベル賞をもらうと、ただのおじさんの取り扱いが急に変わる」

とユーモアを交えて受賞の喜びを語っておられたのが印象的で、きっとあまり気取らず、おおら

かで優しい人柄なんだろうなと感じました。

今回受賞されたお二人に共通していたのは、研究成果を発表した当初はなかなか他の研究者に

評価してもらえず、悔しい思いをしたということでした。他人の想像を遙かに超える飛び抜けて

価値のある研究内容だからこそ、評価を得るまでに長い時間がかかったのだと思います。論文の

信憑性を疑われながらもそれぞれが信念を貫いて研究を続けられた科学者魂は賞賛に値するもの

だと思いました。

今回のお二人の受賞の報に接して、いろいろな感慨を抱きましたが、これからを生きる児童た

ちに、特に大事にしてほしいと思うことがありました。それは、「夢中になって取り組めること

を見つけてほしい」「周囲の評価ばかりに気を止めないで自分の道を歩いてほしい」「あきらめず

に納得がいくまで続けてほしい」ということです。

人は周囲の評価を気にするあまりうまくいかないことがあればつい他者のせいにしてしまいが

ちです。「成功するまであきらめなければ、何度失敗してもそれは失敗ではない」という言葉が

ありますが、実際は、そこまで頑張れる人はそれほど多くないでしょう。

今後、児童たちが生きる社会は予想不可能な未来です。そんな中で求められるのは、粘り強い

「精神」と本当の意味での「知性」ではないかと考えています。何のためにそれをするのか、ど

うすればうまくできるのかをしっかりと考えながら学びに向かってほしい、何事も諦めずにこつ

こつと根気よく積み上げられるようになってほしいと願っています。

秋は「勉学の秋」「読書の秋」でもあります。児童たちの体を鍛えるとともに「頭と心（精神）」

もしっかり鍛えていきたいと考えています。



- 2 -

１０月
17 金

18 土 保護者懇親会

（18:00～シェラトン都ホテル大阪）

19 日

20 月 感謝祭

21 火

22 水

23 木

24 金 秋の遠足

25 土 週休日

26 日

27 月 第１回実力テスト〈６年〉

28 火

29 水

30 木 第１回修学旅行説明会〈６年〉（13:30～）

31 金 秋の遠足予備日〈１、２年 / ５、６年〉

１１月
1 土 冬服着用

2 日

3 月 文化の日

4 火 家庭学習日

5 水 家庭学習日

6 木

7 金 保護者対象オープンスクール

8 土 週休日

9 日

10 月

11 火

12 水

13 木

14 金 運動会予行（午後 はびきのコロセアム）

15 土 運動会（はびきのコロセアム）

16 日
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～説明会・体験会のお知らせ～

児童募集に関わって、以下の広報イベントを開催します。

多くのお子様やその保護者の皆様にご参加いただけると有り難く存じます。

お近くに私立小学校、また本校にご興味のある方がいらっしゃいましたら、ぜひ

お声がけください。

〇第１回カレッジフェスタ

〇カレッジツアー

〇個別見学も随時受け付けております。詳細は本校ウェブページをご覧ください。


